
 

 

生データを用いた簡易的な絶対値の計算方法について 

 

 国土地理院 HP で公表している「地球電磁気連続観測装置データ 分値（IAGA2002 形

式）」は，生データに含まれる異常値等の補正や，絶対値への換算などの編集を行ったデー

タであるため，データ更新に時間を要します.  

上記データ更新前に，簡易的な絶対値が必要な方は，下記を参考に生データを絶対値に変

換してご利用ください.（※センサーの感度や温度変化の影響は考慮していません.） 

 

○各点における基線値データ（基準磁気点（標石）上の値） 

 

 

○各点における地点差データ（全磁力センサーと，基準磁気点（標石）上の全磁力値の差） 

 

 

 以上のデータを使用して，生データから絶対値を作成するための計算式は次ページのよ

うになります. 

 



 

 

 

𝐹[𝑛𝑇] = 𝐹𝑟𝑎𝑤 + 𝑑𝐹 

𝐻[𝑛𝑇] = 𝐻𝑏𝑎𝑠𝑒 + 𝐻𝑟𝑎𝑤 

  𝑍[𝑛𝑇] = 𝑍𝑏𝑎𝑠𝑒 + 𝑍𝑟𝑎𝑤 

𝐷[分] = 𝐷𝑏𝑎𝑠𝑒 +
𝐷𝑟𝑎𝑤

𝐻
 

 

𝐶：磁場成分𝐶の絶対値，𝐶𝑏𝑎𝑠𝑒：磁場成分𝐶の基線値， 

𝐶𝑟𝑎𝑤：磁場成分𝐶の分値，dF：地点差 

 

 

（計算例） 

 吉和観測点の，ある日の 0時 0分の絶対値を計算する. 

 

 

１. 全磁力の計算 

 データを nT単位に戻して（10倍されているので 10で割って）計算に用いる. 

𝐹 = 𝐹𝑟𝑎𝑤 + 𝑑𝐹 より 

F = 50728.0 + 29.8 = 50757.8 nT 

 

２. 水平分力（H）の計算 

 𝐻 = 𝐻𝑏𝑎𝑠𝑒 + 𝐻𝑟𝑎𝑤 より 

  H = 31499.2 - 79.2 

H = 31420.0 nT 

 

３. 鉛直分力（Z）の計算 

𝑍 = 𝑍𝑏𝑎𝑠𝑒 + 𝑍𝑟𝑎𝑤 より 

  Z = 36071.1 + 367.3 

  Z = 36438.4nT 

 

吉和(YOS)「分値（生データ）」 

00 00 507280   -792    503   3673   63  129 000000 

吉和(YOS)基線値データ 

 Hbase = 31499.2nT，Dbase = 420.15分，Zbase = 36071.1nT 

吉和(YOS) 地点差データ 

  dF = 29.8 nT 



 

 

 

４. 偏角（D）の計算 

 𝐷 = 𝐷𝑏𝑎𝑠𝑒 +
𝐷𝑟𝑎𝑤

𝐻
 より（D/Hは単位が”rad”のため”度”に変換する必要がある） 

  D = 420.15 + (180*60/π)*(50.3/31420.0) 

  D = 420.15 + 3439.49*0.0016 （π=3.14を使用） 

  D = 420.15 + 5.503 

  D = 425.65 分 

 


